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灘),と いう基本的燗 騨 の解明を試み窪 儲 その離 は瀬 面の制限
もあったので書式の分析に焦点をしぼり,具体的な文書 としては一点を訳出ナ
るにとどまった.そ のため筆者の設定 した書式にも具体的な裏付けが乏しいよ
うに感じられたことと思 う.また,書式の設定とい う目的のほかに,チ ベット
語契約文書を歴史資料 として活用することを望むむきからも,で きるだけ多く
の文書の訳出が要望されるであろ う.
*本 稿の執 筆にあた り,森 安孝夫,高 田時雄 吉 田豊氏か ら多 くの助言を 得た.と くに,チ ベ ッ ト




































































上 の表 でみ るよ うに,売 買の対象 となる物件は,家 畜(牛 ・馬),入 身,不
動産(土 地 ・家屋)に 大別 され る.こ れ らの売買契約文書は,基 本的 には 同一 の
(3)
書 式formulaに従 って書かれてい るとい えるが,対 象 となる物件 の性格 によ
(2)文 書 の年 の記載 は十二支 のみで十干 を とも なわないが,文 書 の 内容等の 情報か ら推 して も
っとも可能性 が高 いものを示 し,± を附 した。 したが って,つ ぎの可能な年 はプ ラスない し マイ
ナスユ2年とな る.た だ し,選択 の範 囲が一 つない し二 つに しぼ られるときは,± をつけずにその
値を記 した.om.(=omisit)は,テキ ス トにおいて省 略され 明示 されてい ない 場合.lac.(=
1acuna)は,テキス トの破損等 によって読 み取 れない場合.代 価 の単 位であるdmarに ついて
は,第2章 の注釈で論 じる.文 書番号:P.番号 はペ リオ蒐集(敦 燈)文 書,Ch.番号 はスタイ ン
蒐集敦煙文書,ML番 号 はスタイ ン蒐集 ミー ラー ン出土文 書,Hedin番号 はBailey1973所掲
のヘデ ィン蒐集文書(出 土地不明).













印である.原本では短冊状の折 り跡でみえる.以上の状況から推 して,本 文書
が下書ぎではなく実際の契約文書であったことはまちがいない.
(5)





(4)こ の他 に,ヤ クの売買についての契約 と考え られる文書が一点あるが(Ml.Xlv.109,cf・
ThomasTLT:141),手持ちの写真では読みが不鮮明のため今回の検討分 にはいれなか った.
(5)テ キ ス トの校訂 にもちい た記号 は,つ ぎのよ うである.
[abc]
[abc～]








Supplementsテキス トの破損等で,」 部 ない し全部 が読 めない文字を校訂者 が
再構成 した もの
Doubtfulreadings再構成 した文字 の確 実度が低 い場 合
破線ない し数
字は欠損 したと推定 され る文字数を示す
Linebreaks紙の破損で,行 の途 中か らテキス トが始 ま っている場合
Lillebreaks紙の破損で,行 の途 中でテキス トが切れ ている場合
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1-2鼠 の年の冬の第 二月に(ngola),ロン(blon)・ツクテンとロ ン ・テ ィス
ムシ ェル とロ ン ・タ クス ムシェル が,[瓜 州]軍 管区(khrom)の会議を寳門
(pe'u-mun)にて招集 した とぎに,
2-4ト ンサルの[千 戸]部 の李ユ レク主従(rje-go1)が,トンキャプ ・セ トン
パ の千戸 長である非 チベ ッ ト入担 当宮(1ho-blon)ルダの隷僕(bral1)である安
保徳(anPe'u-tig)より,牡 牛 一頭 を,銅?(dmar)3サ ン(sran9)で買 った
(mjald);
4[そ の牛]の 毛 の特徴 と角 の形状 としては,赤 の斑牛 で,角 は低 く曲が り,
顔 に も斑 があ るもの一頭を買い,
5-7今 後,「保徳には この牛を売 る権利(dbang)がない」 とい う[抗議が あっ
た]り,[牛 の本当 の]所 有者が他 に現れ た りして,大 小 の訴訟 がいか ようにお
きて も,保 徳が対処 して(mchid-kyis'tsha1-zhing),牛の 代 償 として銅?
(dmar)3サンと法廷で ランクを定 めた(zhal-chegrasbchad)額を,滞 る
ことな く(myisdod-par),ユレクの もとに(sgor)支払 うよ うに定 めた.
7-9万 一(brgya-1a),保徳 が不在 であった り,召 喚の通知(bnyag-pa'ikhu-
skad)が届 かない場合 は,先 に述 べた誓約通 り,ト ンサノレ[部]の千戸長で ある
ロン ・ダザの隷僕 の麹 デキ ェ(khugsde-skyes)と,[一人分 の空 白]が[代 わ
りに]対 処す ることと定 めた.
9-12この よ うに売買取 引(mja1-tshongs)を定 めて,正 式の 誓約 書(gthan-
tshig)を書 きました後で,取 引 を反故 にす る者が あれば,反 故 に しない者 に
対 し,違 約金(10-zanya1-zugs)として[銅?(dmar)]2サンを直 ちに支払 い,
違約罰の杖打ち もきま り通 り打つ こ とと定 めた証文 に,司 法官 タ クサ ン=ッィ
ニ ャン とレクサン=レクツェンと盧像奴(lusyang一'do)と[空白]等 な どの証 人
印(dpang-rgya)と,保証人(khas-len)と保徳 の私 印(sug-rgya)をここに捺 印
(6)訳 文中,対 応す る原文を示す必要がある と判断 した箇所は,(丸括弧)に ローマ字原文 を補 っ








1ng(ト1a「(間)に」:ngoは 「面,相 」.yar-ngo,mar一㎎oと い う複合語
でおのおの月の 「前半」,「後半」 をあ らわすが,ngoだ けで 「月の前半」を と
くに表 す こともある よ うだ(Jaescheke:129).いずれにせ よ 「月の前半」な
い し 「前後半[=全 体]」 とい う期間を指 し,つ ぎに続 く 「会議の開催地云々」
とい う記述 と併 せて契約 の期 日を特定 する ことになる.な お,ng(トthog-zhag
「当 日」(大辞典,蔵 漢歴算学詞典)と い う表現 と関連 づけ うる 可能性 もあろ
う.
2blon「ロン」:blonは一般 に 「官僚,大 臣」 を表す語.た だ し,古 チベ
ット文 献では,ツ ェンボ(皇 帝)の 母を輩出 した氏族出身の官僚につけ られる
称号であ るzha㎎ 「シャン」 と 対立 し,そ れ以外 の 氏族出身の官僚につけ ら
れ る(武 内1987:40).
2khrom「 〔瓜州]軍管区」:khromは,8-9世 紀のチベ ッ ト帝国が 占領
統治地域に置いた軍事 ・行政単位で,dmag-dpOI1「将 軍」 を長 と し,数 個の
(8)
都市(あ るいは州)で 構成 され る.各 軍管区 の行政は,中 央か ら派遣 された大
臣たちが夏冬 に会議を開い て決定す る.本 文書に言及 され てい るのはそ の冬 の
会議 である.敦 煙(沙 州)は,粛 州 とともに瓜州 軍管区(kva-cukhroln)に
属す るので(Uray1979),この会議 は瓜州軍管区 の会議 と推定 され る.
2pe'u-mun「寳 門?」:漢 語 の音写.音 の上か らは 「保門」 も可能.敦 燈,
瓜州,粛 州地域 の地 名に違 いないが,い まの ところ比定 で きない.
(7)各 行の頭につけた数字は,テ キ ス トの行数字 に対応す る.
(8)Uray氏は"millitarygovemment"と訳 し(Uray1979),山ロ瑞鳳氏 は 「軍団」 と訳 す.
(山口1981)
(39)
21i替yu-kgs「李 ユ レク」:姓 は漢語 の 音写,名 は チベ ッ ト語 とい う構成
(9)
だが,漢 人千戸 部である トンサル部に属す る漢 人.李 ユ レクは,別 の契約 文書
(雇用契約:P.1098)において,穀 物(税)運 搬の責務 を人 を雇 って代行 させ
る雇主 にな ってる.
2rje-gol「主従?」:F.W.Thomasは地名 ととるが(TLT:367-8),文脈
にあわ ない,rje-go1は人名 ない し職 名の後 に現れ る(e.9.dru-gua-serje-
gol:P.2124;ban-derje-go1:Ch.79.xiv).ここでは,rje-go1をrle-kho1
「主従,君 主」(大辞典:909)の異綴 り字(variantform)と解釈 したが,最
終 的な ものではない.
2-3mtho㎎一kyabse-tong-pa「トンキ ャプ ・セ トンパ」:ト ンキ ャプは漢
文文献では通頬(人)と して あらわれ る部族.セ トンパは トンキ ャプ人に よっ
て構成 された千戸部 の一 つ(山 口1981:5-10).「年代 記』に,チ ソンデツ ェン
(在位742-797)の治下に,チ ベ ットはmkhar-tshan(霊州 ・涼り・1・D方面を攻略
し,ト ンキ ャブ。の万戸(khri-sde)5部を創設 した とある(P.1287:386-7)よ
うに,ト ンキャプは もとmkhar-tshan地方 にいたら しい.そ れ よ りず っ と
西 の沙州 に,ト ンキ ャプの新 しい千戸部が創設 され たのは龍年 の春 で(P.1113),
山 口瑞鳳氏 は この年 を824年と推定 してい る(山 口前掲:7-8).この あらたに
沙州 に設置 され た トンキ ャプの千戸部 がセ トンパ である可能 性が高い.そ の場
(10)
合,こ の文書 の年代 もそれ以 降の鼠年 すなわち832年に限定 され る.
31ho-blon「非チベ ット入担 当官」:1ho-blonを1ho-bal「トンキャプをは
じめ,漢,ウ イグル,吐 谷渾,ス ンパ,ソ グ ド,コ ータ ン,ネ パ ールな どの非
チベ ッ ト人」(cf.Richardson1983,Takeuchi1984)担当のblon「官僚,役
人」とい う複合語 と解釈 した.な お,lho-ba1-kyiblon「非チベ ッ ト人 出身 の官」
とい う解釈 も考 えられ るが,P.1089:22-28によれば,軍 の千戸長はつね にチ
ベ ット人で あった よ うだ.ま た,本 契約文書 の裏面 では,売 主 で ある 安保徳
(9)古 チベ ッ ト文書 にあ らわれ る人名 の構成 およびその民族 性については,拙 論[前 掲注1]§8
を参照.
(10)mthong・kyabse-tong-pa「トンキ ャプ ・セ トンパ」 は,P・11741こもみえ るが,下 書 きの
断片で情報量がす くない.
(40)
(おそ ら くソグ ド系の入)を 指 して,1h(レmyiと呼んでいるが,こ れ も現代
語 で解釈 で ぎるよ うな 「南 の人」 ではな く,1h(トba1と同義で,漢 語 における
「蛮人,胡 人」 に相当す る と考 える.
3bran「隷僕」:branは しば しば 「奴隷,boundservant」と訳 され る.
た しか に,豪 族,官 僚 まで含む'bangsに比べ 自由度 が低 く,売 買 の対 象に も
なる(e.9.Ml.xlix.7).しか 本文書 の よ うに,売 買取 引の主体 や,保 証人
に もな り得 る ことに留意す る必要が ある.
4anpe'u-tig「安保徳」:姓 名 とも漢語 の音写 である.姓 の漢 字は確実 だ
が,名 の漢字還元 は必 ず しも100%確実 とは言 えない.た だ,「保徳 」は敦煙漢
(11)
文文書 に よくでて くる名前 なので,そ の確率 は高 い.
5dmarsranggsum「銅?3サ ン」:dmar「赤 」はふつ う 「銅 」を指 す
が,金,銀 な らともか く銅 その ものを支 払い手段 とした とは考えに くく,ま た
代価 が安 す ぎるよ うに お もう.同 時代 の 敦燈 で書かれ た 漢文 の牛売買契約 文
書(e.9.S。5820+5826,P.3448)をみる と,支 払 い手段 として穀物 ない し布 畠
が用 い られ てい る.そ して池 田温氏 は これを もとに,チ ベ ット支配期 の敦燈 で
は貨幣が使用 され なか った と結論づけてい るか ら,dmarを 銅 銭 と考えるわけ
に もいか ない(池 田1986,TTD:16).重さの単位 であるsrangを 用 いてい
る ことか らみて も,dmarは なん らかの金属 を指 しているにちがいない.銅 で
はな く金 の一種(た とえば黄金,白 金 に対 し赤色 の金)か と推測す るが,現 時
(12)
点 では結論が 出ない.た だ し,第1章 の文書 リス トに見 る ごとく,チ ベ ット語
9)売買契約文書 では金属 のdmarが 常套 の支払 い手段 であるのに対 し,同 時
代 の敦煤漢文売買文書 では穀物 ない し布 吊である とい う点 で,チ ベ ッ ト文書 と
(13)
漢文文書が明確 な対立 を示 している ことに注意すべ ぎである.
(11)竺沙雅章氏が紹介 した 「諸寺丁壮車牛役簿」(S.0542v:40)には,「安保徳」の名が見え る
(竺沙1982:438).文書の年代か らみて も同一人物であ る可能性 はある.
(12)ちなみ に,Zhang-zhung語ではmarは 「金」 にあた る(Haarl968).なお,敦 煙 チベ
ッ ト文 書で もdo且g・tse「銅子=銅 銭」 は,コ イ ンを 用いた占いに登場す るが,貨 幣と してどの
程度 使われたかはよ くわか らない.
(13)漢文文書が示すよ うに,当 時の通貨代用品が穀物,布 吊で あった とすれ ば,dmarは実 際に
使われ るものではな く,穀 物や布 吊に換算で きる基準 として用 いられ たのか もしれ ない.
(41)
4mjald-pa「買 った」:mja1-baは本来 「交換 す る,交 易する」を意味 し,
売買契約 文書ではつねに 「買 う」に あた る用語 で ある.本 文書の裏面で使われ
ている漢語 の表現 「博 」 と類似 してい る.tsho㎎ 「売 る」 と結 合 してmjal-
tshong「売買取引」(c五nyo-tshong)を意味す る(本 文書9行 目).な お,
mjal-ba「買 う」 の間接 目的語 は,奪 格1asを とるのが普通 だが,与 格1aを と
る こともある(e.g.本文書verso,P.1088piさce3:4),
6mchid-kyis'tsha1「対処 する」:契約文書 に頻 出 する慣用 句で,文 脈 か
ら 「対処 する,責 任 を とって処理 する」の意味が確定 される.
6-7zha1-che[grasP〕gchadchichad-pala:直訳 すれば 「法廷/裁 判
(で)[ランクを]決 め るいかな る決定 に も」 となる.[gras]の箇所 が一部破
損 して読 み取れず再考 の余地 がある.
7sgor「 もとに」:sgoは 「戸=household」の意 味 でつかわれ,一rは
dative-10cative
7brgyala「万一」:文字通 りには 「百 に[一]」.
7gzhilamalpchissam=gzhilama-mchis-sam「不在で あれば/居
住地 にいなけれ ば」:漢文,ウ ィグノレ文契約 文書の よ うな 「逃亡す るならば」
とい う意 味(護1961:240-251)は,明示的 に示 されていない.
gkhugsde-skyes「麹デ キェ」:姓は漢語,名は チベ ッ ト語 で 「[その千戸]
部生 まれ」 の意味.
1110-1cag「違約(罰)の 杖 うち」:違 約罰 としての杖(な い し鞭)う ちは,
コータ ン,ト ゥムシ ュク,ニ ヤ ・プラ クリッ トの文書 にみ える(Hitch1988).
漢文文書 に も多 くはない があ った らしい(仁 井 田1937:149).
13dpang-rgya「証人印」:dpang(一po)「証人,立 会人 」は漢 文文書の 「見
人」 に相当す る.た だ しdpang-rgyaは,本文書versoのよ うに 「証人 印を
押 した文書=証 文」 も意味す る.
13khas-1en「保証入」:漢文文書の 「保人 」ない し 「口承人」 にあたる.
語 の構成 として は 「口承」 に一致す る.連 帯保証 の責務 を負 う.
13sug-rgya「私印」:印 は手紙文書で もしば しば 用い られ るが,そ の場合,
(42)
王 宮 ・議会 な どの公的機関が もちい る大型角形 の官印(phyag-rgya)に対 し,
個人は小型 円形 の印(図 版1参 照)を もちいる。sug-rgyaはふ つ うこの私印
を指す.個 人の アイ デンテ ィフ ィケーシ ョンの手段 と しては 「私 印」 の他 に,
いわゆ る 「画指類(mdzub-mo-tshad,sug-yig-tshad,Iag-yig-tshad)」,署名
(漢字),(花押(ab-dzi〈押字)」が あ り,sug-rgyaはこれ らを総体的 に指す場
(14)
合 もあるよ うだ.
14btab-pa「こζに捺 印す る」:文字通 りには 「捺印 した もの」 とい うよ う














(5)第 三者追奪担保文言:こ こは3つ の項 目から成っている.
ア)売買の後,第 三者が売買物件(で ある牛)の 所有権を主張して追奪 しよ
うとする場合,売主が対処(防御)す る責任がある
(14)sug-yig-tshadについては,本 稿第5章 注釈,そ の他の諸形式 の機能 と形態 については拙論
[前掲注1]§5を参照.手 紙文 書については,武 内1986参照.
(15)申央 政府編纂のr編 年記(TheRoyalAnnals)」には,ツ ェンポ(皇 帝)の 居場所 と夏冬
の会議の場 所 ・主催者 が記されたよ うに,各 地で,そ の地域(軍 管区khrom)の会議を記録 した
「編年記」が編まれたと想定 される.そ れ らの 「編年記」 の使用 目的の一つが文書類の年を確認
する際の リファレンス とな ることであ った(cf.Uray1975).
(16)契約文書 の術語 につ いては,森 安1989を参照 したら
(43)






(7)証 入(立 会人)の 名前の列記.証人,売 主,保 証人捺印の旨
(8)印
このようにR1094は売買契約文書 としてよく整 った形式を示 している
といえよう.
3.牛 売買文書2:P.1095(図版2参 照)
概観20×27.5伽.versoは空 白.本 文 の下部 に6個 の朱 円印が みえる.原 本
をみ るとそ の一つに証人(立会人)の一人で ある,張 シ ュンシ ュン(cang[zhun
zhun])の名が読 み取れ る.残 りは,売 主,保 証人,他 の証人(立 会入)の も
















































1兎 の年 の冬 の第二 月に
1-2ア シ ャ ・マガ ドチ ンの[千 戸]部 の ジン=ヌクポンか ら,王 グワ ンヒンが,
牡牛一頭 を買 った,
2遭[そ の牛]の 毛 の特徴 と 角の 形状 は,黒 牛 で角が低 く曲が り,胴 下部 の
[毛が]斑の もの を買 って,
3-4こ の牛 に対 して,今 後,誰 かが[自 分 の ものだ とコ認知(ng(》bzung)し
た り,[そのため]大 小いかなる訴訟がお きて も,[買 主 には]問 題 な く,[売
主で ある]ヌクポ ンが対 処する,
5-7万 一,訴 訟にな って,[そ の結果]こ の牛 が[買 主 か ら]追 奪 される こと
に なって も,[売 主コは,こ の牛 と 同程度 の躯 のサイズで年 の似 た もの一頭,
あるいは代価 として牝牛親子(ba-smad)二頭が あが なえる額 を,直 ちにグ ワ
ン ヒンに払い戻す よ うに定 めた.
7-9ヌ クポ ンが不 在であれば,上 に述べた約 言(dam-tshig)の通 り,保 証人
である本人[=ヌ クポ ンコの弟,ジ ン=シャチ ュキ ェが対処すべ く定 めた,
(17)r講座 敦煙6』 に山口瑞鳳氏の和訳 がある(山 口1985=506-7).
(46)
9-11[そ]の 証に,ロ ン ・ラサンラ トンと王 ヒンツェ と安 ヘ ンッ ェと張 シ
ュンシ耳ン等な どの証人 印 と,牛 の持主[・売主コと保証人 の個人印を ここに押
す.
11-13売買取引が この よ うに成立 した後 に,取 引 を反故にす る ものがいれば,
先 に反故 に した者 が,反 故 に しない者に,大 麦4駄 を直ちに与 えるべ しとの違
約[罰]文 言(yal-dam)を定めた.
(18)注釈
1'a-zhama-ga-do-cin「アシ ャ ・ マガ ドチ ン」:ト ンキャプ と な らびア
シ ャ(吐 谷渾)の 人 々か ら 構成 され る千戸部が,カ ノレツェン軍管区mkhar-
tshankhrom内にあった ことは確実 だが(cf.P.1089:34-43),瓜州軍管 区
内に も設置 され た らしく,「 マガ ドチン」がその一つか も しれ ない.詳 細 は不
明.
1zingnu-ku-spong「ジン=ヌクポ ン」:姓 のzingが 漢語 であれば,該 当
す るもの として,「伽 ぐらいか(た だ し,{乃は正確 には口蓋音zhi㎎ で写 す
はず である).名 の方 は何語形か決定 でぎない.
2wanggvang-hing「王 グ ワンヒン」:姓 名 とも漢語 の音写.名 の方 は,
た とえば 「廣興,光 恒 」な ど想定 で きるが,可 能性 が多す ぎて特定 で ぎない.
3ngo-bzung「(自分 の ものだ と)認 知する」:漢 文売 買契約文書 中の 「寒
盗識認」(e.9.TAM509:TTD(B)207)によ く対応 するが,必 ず しもcalque
とはいえない.
9-10blonlha-ston「ロン ・ラ トン」:チ ベ ッ ト入役人.
10wang1亘119-tse「王 ヒン ツ ェ」,anheng-tse「安 ヘ ンツ ェ」,cang
zhun-zhun「張 シ ュンシ ュン」:いずれ も,姓 名 とも漢語,
13yal-dam「違約(罰)文 言」:ya1-ba「消散,解 消」+dam-tshig「約
言」 の複合語 で,「解 約の場合の取 り決 め」 とい うよ うに解釈 した.
(18)P.1094(cf.前章)と 重な る箇所については,注 釈を省略す る.
(47)
解説
この文書 は,(1)日付,(2)売 主 ・買主 ・売買物件,(3)第 三者追奪担保文
言(売 主 に よる防御 の責務 ・等 倍の代償 ・保証入 に よる責 務の代行),(4)証
人(立 会人)名 の列記.証 入,売 主,保 証人捺 印の冒.(5)当事者違約 担保 文
言 とい う構成 を とっている.前 章の文書 と くらべて異な る点 として,a)日 付
の書 ぎ方 が簡略 にな り,「会議云 々」の項 目が 省略 され ている,b)代 価が明
記 されていない,c)違 約担保 文言 が本 文の最後 に きている,d)公 的な違約
罰がない,が 挙げ られる.つ ま りP.1095では,い くつかの項 目が省略 ない し
簡略 化されただけで,そ の逆 にP.1094よりも情報量 が増 えている ところはな
い.し たが って,両 文書を比較 した場合,前 章のP.1094の方が,フ ォーマノレ
な書式の体裁 を よ り忠実に反映 し,P.1095はそれをか な り簡略化 した もの と
みなす ことがで きよ う.
4.牛 売 買文書3:P.1088(図版3参 照)
概観Lalouの ヵタログ(1nventaire)では,P.1088には文書2片 が含 まれて
い るとあるが,1989年にパ リ国立図書館で調べ た ところ,内1片 が分離 して計
3片に なっていた.書 体等か らみて,こ れ ら3片 は もともと同一 の紙 の断片 に
相違 ないが,互 いの相対的 な位置は決 め難い.書 かれてい る文書 は,チ ベ ット
語 の手紙 の下書 き,穀 物貸借文書,牛 売買文書,そ の他 の落書 き と,漢 文 の穀
物貸付台帳 である.落 書 きの中に,bodkyilhabtsanpokhrigtsugslde
mabrtsankyiskuringla/chabsridgyiblonpobrgyabyinla「チ
ベ ッ トの聖神 ツ ェンポ ・チッ クデ ツェンの御代 に,統 治(に あつか る)臣 ギ ャ
チ ンに」 とい う,年 代記 を想 わす(じ っさいには手紙 の書 出 しらしい)も のが
あるが,チ ツ クデッ ェン(在位815-838/841)の治世 に言及 してい るか ら,こ の落
書 きの年代 はその期 間以降 となる.こ の落書 き と牛売買文書 な どはすべ て同 じ
手 で書かれ たチベ ッ ト文字で,し たが って 同時期 とみなせ る.と ころで,本 章










みて,牛契約文書 も正式のものではなく,下書 きないし本人 の控え.であろうと
推測す る.注釈で示すように,テ キス トのはじめの日付のところで,明 らかな
写 し間違いがみ られることもそれを裏づける.テ キス トの下部は欠損 していて,
残 りの一部が別の断片に見いだされるが,そ の間の続きぐあいは不明.






































訳1兎 の年の春,瓜 州軍 管区(kva-cukhroln)の会議 を粛州[に て]開 いた
とき,
2-3{将軍(dmag-pon)ロン ・トム レクとロン ・ギ ェル ツ ェン とロン ・ノレド
グジ ェ1等が,}
3-4ト ンサル[千 戸]部 の郭 ガンシウが,銅?(dmar)3サ ンの値 で?
([b?]09-du),ゴェサル[千 戸]部 の索ゲ テンよ り優良 な牝牛(ba-rmad)一頭
を買 った,
4-5[その牛]の毛 の特 徴 と角の 形状 と しては,黒 の牝牛 で角(rva)一本 が
ない ものを買って,
6-7[この]牝 牛[に 関 して]今 後,上 か ら或 は下か ら,大 小 いか なる訴訟
がお きよ うと も,ま た,[牛 の]持 ち主 が別 に現 れて,[そ の結果]牛 が追奪 さ
れ る ことになった と[し て も],ゲ テンが対 処す るこ とと定 めた.
く に
8-9万 一,ゲ テ ンの郷土 にて,督 促の通 知が(bsk[u]1-tamkhus)届か な
い[場 合は],上 に述べ た約言通 り対処 すべ く定 めた保証人[下 欠
10?上 欠]直 ちにガ ンシ ウの もとに支払 うべ く定 めた証 に[下 欠
注釈
2-3{bmagPQn_.1astsogspas}「将 軍....等が」:こ の部分は1行 目
のkvacukhromsgyi'dunsa「瓜州軍管の会議を」 とsugcu「粛州[に
て]」の間に入 り,会 議の招集者 を示すべ ぎ箇所で,書 き写 す際 に誤 った もの
と考 えられ る.
3kvag[rnga]ng-shi'u「郭 ガ ンシ ウ」:姓 は漢語 の音写.名 も漢語 の可能
(19)
性 が高 い.
3[bP]09-du「値で」:文 脈か らは 「値 で」 に 相 当する旬(rin-du,gong-
du)が期待 されるが,文 字 の読 みか らは,bo9-duない しtho9-du.bogs「利
(19)mgangが漢語の音写である場合,語 頭のrは とくになん らかの音を写す ものではない.
(51)
益,税 」 と の 関 連 が 考 え ら れ る が,最 終 的 な 読 み は 未 定.
4sagdge-bstan「索 ゲ テ ン 」:姓 は 漢 語,名 は チ ベ ッ ト語.漢 人 住 民.
8bsk[u]Itamkhus「 督 促 の 通 知 で 」:bsku1「催 促,督 促 」+gtam「 こ
と ば 」 と解 釈 し た.た だ し,最 初 の 語 の 一 部 が 破 損 で 読 め ず,bsk[ya]ltam
「連 れ て い っ た り 」(skye1-ba"take,accompany"のP五bskyeld+tam"or")
と読 む こ と も で き る.khusは,khu"calling"十instrumentalmarker(cf.
bsnyag-pa'ikhu-skad-kyis「召 喚 の 通 知 で 」:P.1094.8).
解 説
本文書 の構成 は,(1)日付,(2)売 買の当事 者(売 主 ・買主)と 売 買物件,
(3)代価,(4)売 買物件 の形 態的特徴,(5)第 三老追奪 担保文言(売 主 の防御
義務 ・保証人 の代行 義務)[以 下欠]とな っている.文 書 の末尾 が欠けているが,
構成はP.1094文書(第2章)と 合致 して いる.た だ,各 項 目の記述がい くぶ
ん簡略 である.
以上,3点 の牛 売買文書を検討 した ところ,す べて基 本的に同一の構成 ・書
式を示 し,な かで もP.1094文書が もっと も整 った 書 式を もってい ることが
わか った.P.1094に比べ,R1088は各項 目の記述 がい くぶん簡略 化 され,P.
1095は項 目数 が減 りかつ項 目の配 置に若干 の異 同が ある.つ ぎに馬の売買文書
を検討 しよ う.
5.馬 売買文書:P.1297piδce3(図版4参 照)
概観P.1297は,8葉 の紙が54頁のイラス トのよ うに 貼合 わせ された もので,
(20)一枚 の薄手の紙 で裏 張 りされてい る.各 葉 ご とに,チ ベ ッ ト語文書(合 計7
点)と 漢文1点 が記 され てい る.裏 張 りした紙 の方には,漢 文文 書が書かれて
い る.首 尾 が欠けているが,同 筆 の一連の文書で(=PelliotChinois4686),
内容 は家屋建築 についての 占い(お そ らく 「宅経」)である.本 稿 の主 題はチベ
(20)文書の内容 と構成については,筆 者がパ リで 調査 したが,そ の後森安孝夫氏 か ら裏 の漢文 が
別の薄手の紙 に書かれた ものだ との教示を うけた.
(52)





















































ッ ト文書の面だが,ま ずその構成をイラス トとリス トで示すと上のようになる.
リス トが示すように8点 の文書は,貸 借契約(お よび貸付台帳),売買契約,
訴訟文書である.と ころで,各 契約の当事者をみると,債権者(貸 借契約では









で は,こ れ らの文書 は紙背利用 のためにア トラ ンダ ムに貼合わ された ので あ
.ろうか.そ れ とも もと もと順序 だってい たのか.上 の リス トにつけ た番号は,
ChoixdeDocuments第2巻に本文書の写真が出版 された とぎに便宜的に付
与 された もの だが,こ の番号を逆に,6b-6a・4-5-3-24b-1aのよ うに,上 のイラ
ス トで右か ら左へ並びかえ てみ る と,日 付 も牛年か ら順に並ぶ.そ の うえ,こ
れ らの文書 は,互 に文面を隠す ことが ない よ うに注意深 く貼合わ され てい る.
それ に対 し,裏 張 りの漢文文書 は一連 の文書 では あるが首尾が欠けてい る.以
上 の ことか ら,P.1297は永 寿寺 関連 の契 約 ・貸付文書を年代順に まとめて貼
わせ,漢 文文書で裏打 ちもの と推定 したい.
つ ぎに文書の年代をみ よ う.永 寿寺 は,チ ベ ッ ト支配期の後半(810年前後)
(21)
に創建 され,帰 義軍期 にはすでに姿 を消 してい る.そ うす ると,上 掲 リス トに
みえ る牛年か ら鼠(子)年 は,809-820,821-832ない し833-844にしぼ られ,
本稿 の対象で ある馬売買文書の羊年 は,815,827,839年のいずれか になる.
さらに,文 書中に,「 漢姓+チ ベ ッ ト語 名」 とい う,チ ベ ッ ト支配期の後半 に
出現す る人名形式(前 注1中 の拙論§8参照)が みえ ることか ら,契約 の年 を827
ない し839年に限定 す ることがで きよ う.
以下に馬売買契約文書(piさce3)の内容 を検:討す るが,続 く章 で,売 買契約
ではないが,家 畜 に関す る契約 である牝馬貸借文 書(piさce5)も参考 として訳
出す る.そ の他の貸付文書 は,借 用契約文書 として別稿にて一括 して取 り扱 う
つ もりで ある.
さて,馬 売買契約文書(piさce3)は,15.8×30.7傭の横長の紙一面に書か
れ,本 文の下部には,8つ の朱の 円印(私 印)と 保証人の うち一人のs㎎ 一yig-
tshad(画指 の変形)が 記 され ている.s㎎ 一yig-tshadについては注釈の とこ
(21)永寿寺 は,821年/333年/835?年の文書(P.3336/P.2404/S・4914)に名が挙 げられてい るが,
806年(S.542v)の寺院 リス トにはまだ名がな く,850年(P.994)のリス トか らは消 えてい る.チ ベ
ッ ト支 配期 の末期 ない レ帰義軍期に入 って名前をかえた可能性 もある らしい(土 肥1980:356-7,
北原1980:450-2,藤枝1961:276-8).いずれ にせよ,永 寿寺の存在は,810年頃か ら840年頃 に限
られ るようだ.
(55)
ろで説 明す る.円 印に書かれ℃い るはずの人 名.は,原本 で も判読 で きなか った
が,馬 の売主,も う一人 の保証人,証 人(立 会人)の ものに相違 ない.こ の文
書は このよ.うに きっち りと体裁が ととのっている ことか ら正式 の契約文 書であ
る ことは疑 いない.





















































1-2羊 の年の春,シ ャン ・ラプサ ンとシャン ・サ クス ムッ ェン等 々(が)
[瓜州]軍 管区[の会議]をスノレ(sru-ru)にて招集 した とき,
2ツ ェ トェの[千 戸]部 の キ ャツ ブ ラツ ェンより比丘(dge-slong)張ボ ン
チ ャノレが,馬 一頭 を買 って,
3毛 の特 徴 と紋様?(mdo-ris)としては,牡 で額[か ら鼻 にかけてコの毛が
白 く(gva),灰白[の 地]に 木 の葉(shing-10)と?(phyo-mkhar)の紋様?
(mdo-ris)があ るもの一頭を買 って,
3-5こ の馬 に関 して 大小いか なる 訴訟がお きて も[買 主には]問 題 な く,
ラッ ェン[=売 主]が 対処 して,裁 判で の決定を滞 りな く,こ の馬.の誓約通 り
の躯のサ イズ(lmna'一1us-kyitshad)をこ遜色 ない もの一頭 を直 ちに僧 ボンチ ャ
ルに与え るこ とと定 めた.
5-6こ の馬が夏 に毛が抜け て紋様?(mdo-ris)に増減が あれば,直 ちに証
文を取 り替 える(brle)ことと定 めた.
6-7売 買取引が このよ うに なされた後に,[売 買を]反 古にする者がいれば,
反 古に しない者に,銅?(dmar)5サ ンを与え るこ とと定 めた.
7-9万 一,ラ ツ ェンが公務(rje-blas)にとられていた り,不 在 であれば,
上 に述 べた 約 言の 通 り対処す る[責 務 を負 った]保 証入 である同じ[千 戸]部
入 の キャツブ ドヅ ォム と焚 デスツェン('phan'de-su-rtsan)が対 処する とい
う証 に,
9-11ロ ン ・ラプサ ンラ トンとロン ・ラプサ ン奴子('d(トtse)と呉 コク〔一]
オ ンと曹 タ クレクとバ ー コフワーハ と氾 タ クツォと氾 シ ャンキ ェー等 々の証
(22)王尭 ・陳践(1983:59)に漢訳がある.
(57)
人(立 会人)印 と,馬 主 と保証人 の私印 をここに捺印す る.





1sru-ru「スル」:瓜州,沙 州,粛 州地域 の地 名 と考え られるが,詳 細不 明.
2tshad-stod-gyisde「ツ ェ トェの[千 戸]部 」:男奴隷売買契約(MI.xliv.
7,本稿第1章 の リス ト参照)の 売主 の所属 した部 として,rgod「軍戸」tsad-
stQd-kyisde(ただ しTLT.143で はtsang-stodと読んでい る)と あるの
と一致す るなら軍戸だ とい うことに なる.た だし,ミ ーラーン出土 のこの奴隷
売買文書は,ツ ェノレチ軍管区(ロ ブ地方)内の 出来事 を記 した ものだか ら,本 稿
のツ ェ トェ部 と同一 である として も,そ の位 置は沙州 とは限 らない.こ れ以外
(23)
にチベ ッ ト文書では今 の ところ該当す るものが見 あたらない.意 味 の上か らは,




(の母親 の)子 」 の意 で姓 の部分 をな し,ラ ツェンは名で チベ ット語.skya一
(25)
tsaの姓を もつ者は他に もい る.
2cangbon-car「張 ボンチ ャル」:姓 は漢語 だが,名 は漢語/チ ベ ッ ト語
いずれ とも決 めかね る.永 寿寺 の僧 であろ う.
(23)わ ず か に 関 連 づ け う るの は,tshas-stobs・gyisde(Ch.frag.82v=TLT.58)だが,「 鳥
年 の夏 の 第2月,ツ ェ トプ の 部 」 とあ るだ けで,そ れ 以 上 の 情 報 が な い.(TLTの テ キ ス トで そ
れ に つ づ く.文章 は,別 の契 約 文 書,)
(24)「 上 部 落」 に あ た る チ ベ ッ ト語 形 式*tsha-stod-kyisdeを想 定 した の は 藤 枝 晃 氏 で あ る
(藤枝1961:238-9).ただ し山 ロ 瑞 鳳氏 は,藤 枝 説 を 批 判 の うえ,「 上 部 落,下 部 落 」 につ い て ま




2-3mdo-ris「紋様?」:辞 書 にはみ あた らない。mdoは 「交差点,外 側
.etc.」,risは「か たち」.「木 の葉[形]のmdo-ris」(3行),「毛が抜け てmdo-
risが増減 する」(5-6行)とい う表現か ら,馬 の躯の表面 の紋様 あるいは筋 肉
くま(26)
のす じ(隈)かと推 測す るが,再 考の余地 があ る.
3phyo-mkhar「?」:王尭 ・陳践は 「般点」 と訳 すが,根 拠は不明.
6brje-bar「取 り替…えるよ う」:rje-baは,「もの とものを交換す る,古 い
ものを新 しい ものに取 り替 える」を意味する.こ こでは,馬 の形状 に変化が起
ぎた場合,契 約 を新 しい ものに取 り替 える ことをい う文言 と解 釈 した.
7rje-blas「公務」:rje-blasの解 釈については,す でにF.W.Thomas,
(27)H
.Richardsonなどに よる議論 が.ある.語 源解釈 には まだ不明 な点 もあ るが,
広 く 「公務 」を意 味する語 と考 えてまちがいない とお も う.
8sde-ba「同じ[千 戸]部 の人 」:文字通 りには 「部 に属す る人」.
8'phan'de-su-rtsan「奨 デス ッェン」:姓 はおそ らく漢語 「奨(な い し
藩)」 の音写 であろ う.興 味深 いのは名前 である.と い うのは,保 証人 で ある
この入物 は,本 文下 の余 白に(sug一)yig-tshad「署名画指(注 釈最後の項 目参
照)」 として,自 分の名前を署名 してお り,そ の形 式は,[phaP]'deng-se'u-
rtsanである.両 者 を比較 してみ よ う.署 名の最初 の部分[phaP]は'phan
に対応す るはず だが,破 損 のため確実 な読 みがで きない.そ れ に続 く部分 は,
'de-su/'deng-se'uのような対応 を示す.同 じ漢語 の音写 に相違 ないが,形 が
ちが う.本 入が書いた形式(後 者)が よ り規範的 な音形式 を写 すのに対 して,
書記が書 いた形式(前 者)は,よ り口語的 な発音 を写 してい.ると解釈 で きよ う.
名前 の最後 の音節rtsanは チベ ッ ト語.し たが って,姓 は漢語 で名は漢語 ・
(28)
チベ ッ ト語混交形式 を とっている ことにな る.
(26)王尭 ・陳践 は根拠を 記さず に 「紋理」 と訳 している.Mme.Blondeauが研究 した馬 の医療
書 に もmdo-risがあ らわれ る(P.1064:B1-2).その箇所を訳す と,「馬 に皮膚病 が出た場 合の
治療 と しては,ま ず皮膚病 がでて いると ころ(患 部)と まだ感染 していないと ころの 境界 に,鉄
を焼 いてmdo・risサイズに囲み,そ こか ら拡が らないよ うにする。」Blo-deauは,mdo-ris
を``empanP"と推 定 している(Blondeau1972:241)が,本文書 と照 合すると適合 しない.
(27)E.g.TLT.voL3:5-6,Richardson1985:5,Beckwith1983:2.n.6.
(28)このタイプの名を もつ者 も,チベ ッ ト人 ではな く多 くは漢入 である(注1に掲 げた拙論§8参照).
(59)
gblonlha-bzang'do-tse「ロ ン ・ラプサン奴子」:役入 の名前は,タ イ ト
ノレthabs,姓rus,字mkhan,名myingの4要素を組 み合わせ る.こ こでは,
名の'do-tseだけが漢語 で ある.(ち なみに,す ぐ前に出てい るblonlha-
bzanglha-rtonの場合は名の1ha-rtonもチベ ット語.)名 に漢語形 式を もつ
役人 は,や は り漢人 の出 自であろ う.
9'goko9一[一]ong「呉 コク[一]オン」:姓名 とも漢語
10je'ustag-1egs「曹 タク レク」:姓 は漢語,名 はチベ ッ ト語.
10b幅hva-hra「バ ー=ファーハ」:姓名 とも漢語 だが比定で きない.
10'bomstag-tsho「氾 タク ツォ」,'bomzhang-skyes「氾 シ ャンキ ェ
ー」:姓は漢語,名 はチベ ット語.
11dpang-rnying「古い証 文」:こ の馬 に関す る前 の証文 で,た とえば今回
の売主 であるキ ャッ ァコラッ ェンが この馬 を人か ら買 った ときの契約書 な どを
指す もので あろ う.
yig-tshadbtab-pa'「署 名画指 を 記 す」:契 約 の 当事 者が私 印であ る 円印
を もたない 場 合,「署名+画 指」 を お こな う.本 文 とは上下 逆に,本 入 の名
を書 き,そ の上に当人の指の長 さ と関節を記す ものをmdzub-mo-tshad「指
寸法」 とよぶ.そ の変化形式 として,指 の長 さのみで関節を記 さない ものは,
s㎎一yig-tshadない しIag-yig-tshad(両者Pこ形態上 の差異は ない)と いい,
本文書のyig-tshadはその略称 とみ な しうる.こ れ らが,漢 文文書 の 「画指」
を模倣 してつ くられた ことは明瞭だが,そ の形態お よび性格 は漢文画指 とは異
なる.す なわち,字 の書 けない人 のための代用署名形式で ある漢文画指では,
名を書 くのは当人ではな く書記で ある.と ころがチベ ッ ト方式では,当 人が署
名の うえ画 指す る.言 い替えれば画指を ともな った署名 とい う複 合形式 なので
ある.sug-yig/1ag-yig「手文字(=署 名)」+tshad「画指」 と呼ばれ るゆえ
(29)
んであ る.





代償責務),(5)売買物件 の 形態的特徴に変更が生 じたときの契約取 り替え
(蝦疵担保文言?),(6)当事者違約担保文言,(7)保証人代行責務(8)証 人





詳述する必要は必ずしもないとい うことであろ うか.よ り興味深い特徴は,項





買主に渡そ うとする主旨と解釈できよう.また,売 買対象による特徴 としては,
売買物件の形態的特徴の項 目(3)で,牛の場合は毛 と角の形状が取 り上げられ
るのに対 し.馬では毛 と縞の形状(?)に言及される点をあげることができる.




売買文書ではないが,家 畜に関する興味深い文書なので,つ ぎにそれを検討 し
たい.
6.牝 馬貸借契 約文書:P.1297pi6ce5(図版5参 照)





























同じ根拠から834ないし822年と推定 される.下 書きではな く,正式の契約で
ある.


































1虎 の年 の冬,セ トンパ の[千 戸]部 の キ ョ=ヤンレクより僧(ban-de)で
ある張 霊顕(cangleng-hyen)が,牝馬(rta-rgo-ma)一頭 を買 ったあ とに,
2-3こ の馬 をヤ ンレクが,借 用 して使 いたい とい うので,兎 の年 の 秋 の第
2月までに,僧 霊顕の もとに連れ戻す[=返 却す る]ことと定 めた.
3-5そ れ までに,こ の牝馬が死 んで しまった(gum-stor-gzhig)場合で も,
(63)
借 りた馬のサイズ と同 じ[lit.に達す る(thub-pa'i)]妊んだ[牝 馬]一 頭 を直
ちに霊顕に支払 うこ と,そ して,当 該 の馬が死 ななか った場合 も,夏 に出産?
(tshan一[一y]u-stsa1)して,子 馬 が で き・ていて も,[そ の子馬 も]余 禄?@
yon)として[貸 主 が]取 り上 げ,馬 が妊 んでいな くて も,ヤ ン レクが対 処す
る ことと定 めて,
5-7ヤ ン レクが期 日までに馬を連れて こなか った り,異 議を唱 えた り(tha-
sngyad-chigbtags-par)するな らば,保 証人 であ るキ ョ=メ ン レクとラタン
タ ンが,一とに述べ た約言通 り対処す る ことと定 めて,当 人達[i.e.借主 と保証
人コ の私 印 と,ロ ン ・ユ[...の証入]印 をここに押す.
注釈
1se-tQng-pa'isde「セ トンパ部」:ト ンキ ャプ(通 頬)の 千戸部(第2章
の注釈をみ よ).
1skyoyang-1egs「キ ョ;ヤ ンレク」:skyoは姓 だが,何 語 か不 明.名 は
チベ ッ ト語.
1cangban-deleng-hyen「僧張霊顕」:名 の漢字 比定 は他 の字 の可能性
もある.永 寿寺 の僧 であろ う.
解説
借用契約文書の書式は本稿の目的ではないが,こ の文書の構成をいちお う示
すと,(1)日付,(2)貸主 ・借主 ・貸借物件,(3)返却の期 日,(4)返却の条
件 傭 死亡の際の賠償 ・利息ない し貸借料[子 馬]),(5)保証人の代行責務
(6)当事者,証 人(立 会人)の 捺印,と なろ う.ここで とくに興味深いのは,
項目(4)である.ま た,こ の文書のポイン トは対象が牝馬である点にある.こ
の点を軸に,本 文書の借用条件を読み解 くとつぎのようになろうか.
「ヤンレクは手元不如意のため牝馬を売ったが,運 搬等の労役にどうしても









お わ り に
本稿では古チベ ット語売買契約文書の うち,家 畜(牛 ・馬)を 対象 とする文
書4点 を検討した.そ の結果,文 書によって項目の省略や項目内の記述の異同
があるが,基 本的な書式は共通していることがわかった.家 畜以外の人身,土
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